

























要 な こ と で あ ろ う と 考 え る 。
朝鮮大学校は1946年の創立で, 医, 歯 ( と
もに付属病院あり) . 自然科学, 工科, 体育,









今回の研修の目的は , ① 前 期 旧 石 器 ( 韓 国
で は 中 期 )  を 中 心 と す る 旧 石 器 の 研 究 と ,
② 百済を中心とする官德i と寺院. 瓦の研究で
ある。 筆者がなぜ光州市に身を置いているかと
い う と , ① にっいては. 朝鮮大学校の史学科
には, 韓国旧石器研究の中堅である李起吉教授
がおられ. 20年間にわたって全羅南 ・ 北道で
複数の文化層をも っ旧石器時代遺跡 (竹内里.
月坪 , 道山など)の発掘調査と研究を行い, す
ば ら し ぃ成果をあげているからである (佐川
2011a)。 ② にっいては, 国立扶餘文化財研究
所が全羅北道の益山市にある王宮里遺跡と帝釈
図 1  朝鮮大学校キャンパスの'li-の夜最 (同大力








つぎに . この全羅南 ・ 北 道 ( 湖 南 ) が 朝 鮮 半
島(韓国では韓半島)の南西部に位置し , 地理
的にも歴史的にも九州を通して日本列島と密接





西方を違望するのと , 当然違つ た見え方がする
であろうと期待される。











なぃ。 と こ ろ が, たとえば本専攻の辻秀人氏の
専門分野である古墳時代においては , 仙台市周
辺は古墳時代の前方後円墳の分布のほぼ東端で
あ り . 光州市は分布のほぼ西端にあたる(辻





が ら . 半島と中国世界との関係をも展望するこ




い る と こ ろ で あ る 。




年記念関連シンポジウム , 3. 韓国瓦学会の活
発な研究活動, 4.朝鮮王朝文化と中国. そし





毎週月̃金曜日 (韓国の学校は週休2日) の 9
時半から17時まで朝鮮大学校博物館 (館長は
李起吉氏) で旧石器を調査をするとぃ う の が.
日常生活の一番の基本となっている (図2 )。
半年間に全羅南道の南端の順天市に所在する竹
内里造跡(李起吉ほか2000 )と . 月坪遺跡の
図 2  朝鮮大学校博物館で旧石器を観察する筆者
中間文化層(李起吉ほか2009)の I日石器を 1 点.
1 点, 剥離面の1面に至るまで観察させていた
だいた。 竹内里造跡の観察結果に っい て は,




(下から第1文化層が前期(韓国の中期) . 第 2.
3文化層が前期(韓国の中期)̃後期初頭. 第4
文化層が後期) . 月坪遺跡では同文化層が5枚









器を構成する大型重量石器(ハンドァ ッ ク ス .
ク リ ー バー. 多面体・球形石器など)と小型剥
片 石 器 ( ス ク レ イ パー . ノ ッ チ. 鋸歯縁石器.
錐状石器など)が. 後期旧石器時代へ移行する
過程でどのように変遷するかをこの日でしっか
り と 確 認 す る こ と は, 今回の研究の主目的の1
つである。
大型重量石器が後期旧石器時代になっても明
確に存在することを , 今回認識した。ハンドァ ッ
クスは小型化し . 量的にも僅少で, ク リ ー バー
はすでに消減している可能性がある。 また多面
体・球形石器は , その加工技術も大きく変化す
る こ と な く . 全体に小さな鈍角剥離を交互に繰
り返した結果. 幾筋もの稜線を残す特徴をもっ
図 3  竹内里;ift跡第4文化層の多面体石器













れた。 その現象は , 後期旧石器時代の直前か初
頭の資料の可能性がある月坪遺跡中間文化層の
石英11lll1岩製石器でも確認できた。 同時に小型剥





















ンは特i成具であるifiの可能性が高い ( 図 4 : 李
起吉ほか2009) 。
竹内里造跡からは石英alli1岩製の不定形剥片か
ら製作されたスク レイパー や ノ ッ チ , 次述する
特契形石器など各種のト ゥ ー ル(道具としての石
器) が多く出土しているので , 石刃剥離作業以
外の生活に関わる作業も行われていた。しかし.
そ の ト ゥ ー ル の 製 作 に ラ イ オ ラ イ ト が ほ と ん ど
使用されていないのは , おそらく石刃剥離に欠
かせなぃ ラ イ オ ラ イ ト が 乏 し か っ た の で. ;i置跡
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器 が あ る ( 図 5 ) 。 石 材 は ラ イ オ ラ イ ト 製 と 石
英脈岩製がある。 楔形石器は日本の後期旧石器
時代や招'll文時代に普通的に認められる石器で.









が排出され, なかには両極剥片もあり , 数カ所
に製作時か使用時に使用された石製ハンマー と
























2. 韓国文化財庁 5 0 周年記念関連シン
ポジウム

















それに対する コ メ ン テ ー タ ーのコ メ ン ト ( 質 問
を含む) が要旨集としてきれいに印刷されて.
当日配布される。 基調講演と個別の発表者の発































たくさんの発表とコ メ ン ト を一日のシンポジ
ウムで行うのが精一杯だが. で き る こ と な ら さ
らに踏み込んで比較検討する時間も必要ではな
いかと思う。今回のシンポジウムでは, と く に
中国都城との比較にっいて時間を割いてほし
かった。筆者が興味深く感じたのは. 開城が小





































ジ ウ ム で あ る。21世紀に入り , 同研究所は軍




























図 7  王宮里造跡宮城段階の空間区画および活用
が発見され, 続いて一段高い北側からは曲水式








































態を知る手掛かりになると考えられる ( 図 7 :
田20 l l )。 王宮里通:跡は寺院として再利用され
る前には宮城として使用され, 両者の南北中心
軸 線 ( 1 ) は一致しており . それは南面石築(城
壁あるいは大垣)に開く中門に重なる。 ここに
宮城の中核施設(宮殿中央区)が階段状に存在








































都の宮城も, 所在が未確認であったり . ほとん















側の反応は今ひとっで, 首都の慶州 (金州) 以
外に. 条坊をもっ都市はなかっただろう . と多
くの研究者は考えているようである。
筆者も地方都市に条坊があった可能性が低い
と み る が. 山田氏が山城と平地城がセットに
なって地方都市を構成していたとぃう仮説を支
持したい。溟州の場合. 山城は河川に面しては





































それによれば, 塔はすべて石塔であり . 双塔式
















る ( 図 9 )。地震の少なぃ土地柄とはいえ, 歴
史の荒波の中で何度か復原されたのかもしれな






図 8  崛,山寺跡の幅_ 竿支柱
図 9  光州東五層石塔
在性をもった寺院跡が. 韓国各地には山のよう







図 l 0  大型整補焼成実験の索請め
羅州文化財研究所によって主催された。 光州市























図 1 l  シンポジウム発表資料と域山山城























若手ス 夕 ツ フ と と も に 進 め て い る 韓 国 で はユ











か心配だが, 異才が羅州に異動し , 今度はどん
なプロジェクトを進めるのか, と筆者は内心楽
しみにしている。 公務員の人事異動の激しぃ韓
国で, 氏のようなスピー デ イ ー なァイデアマン
でないと . 所長職は務まらないであろう 。
以上のほかにも文化財庁50周年記念シンポ
ジウムはあったが, それらの1つ1つが大きな
















学術大会は. 「瓦の生産と流通」 をテ ーマとし
たが. それに先だって中国南京市博物館の王志
高氏の特別講演 「六朝建康城遺跡出土瓦の観察
































あ り , 講演要旨(特別論考)で筆者の 「粘土板
巻き作り南朝主流化説」 にっいてlll:;正いただい
た。 南京市内(建業. 建康城)出土の瓦を見る














瓦当文様, 造瓦技術. 窯の研究成果を . 韓国の
図12  韓国瓦学会20l2年1月月例研究会





デ ン ウ イ ー クに妻とソウルを観光し . 景福宮や
昌徳宮などの五宮と宗廟をすべて見学した。 し
かし , 途中から観光でなくなった。 この時期は








あるのに驚いた (図13 :  国立古宮博物館パン
















図 l 3  朝鮮時代の編範lと編醫




い こ と で あ り , 筆者は強い関心をもってきた。
その拡散に っい て は, 高 麗 と 宋 と の 関 係 が
キー ポイントなのである。朝鮮王朝の祭器のな
かには. 中国の殷周時代の青銅器, たとえば尊
(酒瓶)や」蘭' ( 盃 ) な ど の 模 倣 品 が あ る 。 こ れ
らは祭礼に伴つて整然と並べられ, たとえば宗
廟祭礼の祖先献盃などに使用された。 こ う し た
祭器や先の楽器を含む国家祭礼のシステムを .
高麗は宋から導入したのである。 そして , 母体














































返還すればそれでよい. と ぃ うものではないと
考える。




















































高は光州一高と交流校である。」 と ぃ う と , 「自
分たちは光州一高の出身」 と い う こ と で一気に
盛り上がり , マ ッカリl5本を開けてしまった。













(図 l5 )。 また. 韓国旧石器界の重鎮の李隆助
氏は忠北大学校博物館まで筆者を案内され, 氏
が発掘した旧石器資料にっいて丁寧に説明して
く だ さ っ た ( 図 l 6 )。氏と知り合いになって早
23年。 よ う ゃ く 韓 国 語 で 少 し 話 が で き る よ う
になった。






さて,  末筆であるが. 研究や食事を含む日常
韓国考古学調査報告I41ll
図15  韓国先史文化研究院で李起吉氏とともに
図 l 6 111、北大学校 f1l、算物館で李隆助氏とともに
生活にっいて. 日々気配りをし . 支えて頂いて
いる朝鮮大学校の李起吉氏と奥様に対し. 衷心
より感謝申し上げたい。 ま た , 日々身近でお世
話になっている朝鮮大学校博物館の李康熙, 金
思正. 金秀雅. 部又1成の各女史にも , あと半年
間よろしくお願い申し上げたぃ。 さ ら に . 諸処
ご負担をおかけしている本専攻主任の政岡伸洋
氏および本学歴史学科科長の渡辺昭一氏をはじ
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要田哲郎 2005 「古代日本における fム教の普及」 「考古
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